
日本チェーンストア協会の
環境問題の取組み

２０１９．８．７

第１回おおさかプラスチック対策推進ネットワーク会議

資料２－３

１９９７年１月に「チェーンストア業界の環境保全自主的
行動計画」を定め、協会と会員企業が一体となって環境
問題により積極的に取り組むこととし、次の３原則のもとに
取り組みました。

地球温暖化防止のための目標
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地球温暖化防止のための目標
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２００７年３月「マイバッグでお買物～
レジ袋一緒に減らしましょう！」キャ
ンペーンを展開し、協会オリジナル
マイバッグの作成や、レジ袋削減啓
発ポスター・レジ袋不要カードを会
員企業に配布し、大々的にマイバッ
グ持参運動を展開しました。

循環型経済社会の構築に関する取組み

レジ袋・トレイなどの容器包装の削減
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循環型経済社会の構築に関する取組み

レジ袋・トレイなどの容器包装の削減

２００８ ２０１３

全国各地で行政との
レジ袋有料化に関する
協定締結が進む
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循環型経済社会の構築に関する取組み

レジ袋・トレイなどの容器包装の削減
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循環型経済社会の構築に関する取組み

店舗での資源回収の推進

牛乳
パック

発泡

アルミ

ペット

スチール・ビン

２００８
7

食品リサイクルの推進

・野菜の切れはし ⇒ 堆肥 等

・魚のあら（はらわた・骨等） ⇒ 堆肥・飼料 等

・廃食油 ⇒ 飼料・バイオディーゼル・油かす（肥料） 等

※店舗から出た生ゴミを堆肥・肥料等に精製し、提携農
家に提供して、トマトやナス等の野菜を栽培してもらい、
店舗で販売する「循環エコ野菜」（食品リサイクルループ）
の取組みをしている企業もあります。

循環型経済社会の構築に関する取組み

食品ロスの削減
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お買物袋持参率とレジ袋削減量の推移

会員企業の取組み（平和堂）
レジ袋・トレイなどの容器包装の削減

１８，７５９
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会員企業の取組み（平和堂）
レジ袋・トレイなどの容器包装の削減

府県別お買物袋持参率

レジ袋有料化を実施すると、
そのエリアの店舗のお買物袋持参
率は約８０％で推移しています。
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会員企業の取組み（平和堂）
店舗での資源回収の推進

廃棄物の発生量とリサイクル量の推移
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会員企業の取組み（平和堂）
店舗での資源回収の推進

店頭回収量の推移（牛乳パック・ペットボトル・食品トレイ）
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会員企業の取組み（平和堂）
店舗での資源回収の推進

店頭回収量をあげる取組み例

店頭回収ボックス リサイクルステーション13

会員企業の取組み（平和堂）
店舗での資源回収の推進

店頭回収量をあげる取組み例
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会員企業の取組み（平和堂）
店舗での資源回収の推進

店頭回収量をあげる取組み例

リサイクルステーションでは、
ペットボトル・アルミ缶（スチール
缶）以外に古紙（新聞・雑誌・
雑紙）の回収も実施しています。

専用カードを発行し、ポイント
がたまると自社商品券（５００円
券）と交換し、お買物ついでに
持参してもらうように啓発してい
ます。
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会員企業の取組み（平和堂）
食品ロスの削減

食品廃棄物リサイクル量の推移
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会員企業の取組み（平和堂）
食品ロスの削減

循環エコ野菜の仕組み
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会員各社（大企業）の取組み

１．７＆ⅰＨＤ

「環境宣言（ＧＲＥＥＮ ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ ２０５０)」
☆ ２０３０年目標 プラスチック製レジ袋使用量ゼロ

☆オリジナル商品で使用する容器（バイオマス・生分

解性・紙等）

２０３０年目標 ５０％ ２０５０年目標 １００％

今後の課題
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会員各社（大企業）の取組み

２．イオン

グループ企業内において、レジ袋有料化店舗

２０２０年２月に約８００店舗増の２，５００店舗に拡大する

計画

今後の課題

すべての会員企業に同様の取組みを
実践してもらうにはハードルが高い
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出来るところから実践していく

☆ リサイクル回収ボックスの利用率の向上

☆店頭回収の拡大

☆衣料用サミット ポリ袋から紙袋への転換

☆有料レジ袋の環境配慮型素材への移行

☆会員各社への情報共有

今後の課題
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